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100周年記念シンポジウム
「山での突然死を考える」講演会報告

医療委員会 野口 いづみ

医療委員会は、2005年 1月 20日 に東京体育館において、シン

ポジウム「山での突然死を考える一その具体例 と防ぎ方一」

(世話人 :野口いづみ、貫田宗男)を開催 した。

中高年登山者の増加に伴い、身近に登山中の突然死に遭遇

する機会もまれではなくなった。

前半は国内外の突然死の具体例を示 し、回答者の医師がコ

メン トをし、後半は突然死の防ぎ方の講演をした。

会場では、日本山岳会の会員内外の150名 近い参加者が熱

心に耳を傾け、登山医学への関心の高さを反映 していた。

また、多くのマスメディアを通 して報告 された。

なお、事前募集で満席となり、参加をお断りした方々には

心苦 しく思っており、次の講演会開催のおりには、ぜひ参加

いただきたいと考えている次第である。

突
然
死
と
は

講
演
は
、
増
山
茂
氏
に
よ
る
、
突
然

死
の
概
要
の
説
明
か
ら
開
始
さ
れ
た
。

「突
然
死
」
と
は
、
「発
症
か
ら
２４
時
間

以
内
の
予
期
し
な
い
内
因
性
死
亡
」
と

さ
れ
る
。

突
然
死
の
原
因
は
急
性
心
筋
梗
塞
や

不
整
脈
な
ど
の
心
疾
患
が
最
も
多
く
６６

で
、
脳
血
管
障
害
が
１４
で
、
大
動
脈
の

破
裂
８
で

（統
計
に
よ
っ
て
は
心
臓
病

５３
で
、
脳
卒
中
３５
ビ
）
と
、
循
環
器
系

の
病
気
で
多
い
。
リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー

は
高
年
齢
、
男
性

（女
性
の
２
倍
）
、

高
血
圧
、
高
尿
酸
値
、
肥
満
、
低
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
、
心
疾
患
、
ヘ
ビ
ー
ス
モ

ー
カ
ー
な
ど
で
あ
る
と
い
う
。

ま
た
、
運
動
中
の
突
然
死
と
し
て
国

内
で
登
山
は
第
５
位
、
６
イ
を
し
め
る

が
、
ス
イ
ス
に
お
け
る
ス
キ
ー
ヤ
ー
の

突
然
死
の
症
例
数
は
約
５
倍
あ
り
、
日

本
で
も
増
加
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

次
に
、
堀
井
昌
子
氏
が
、
現
在
、
登

山
者
の
７０
で
以
上
が
中
高
年
者
で
あ
る

こ
と
と
、
最
近
、

１０
年
間
で
遭
難
者
数

は
２
倍
に
な
っ
た
が
、
中
高
年
は
そ
の
　
１

７５
で
を
し
め
、
死
者

・
行
方
不
明
者
に
　
轟

い
た
っ
て
は
９３
で
を
し
め
て
い
る
現
況

を
示
し
た
。

遭
難
の
原
因
と
し
て
病
気
は
５
位
で

あ
り
、
突
然
死
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が

多
い
。
ま
た
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
の
死
亡
事

故
は
、
１
９
８
０
年
代
は
中
高
年
者
の

し
め
る
割
合
は
７
で
弱
だ

っ
た
が
、
１

９
９
０
年
代
は
３８
ビ
と
高
い
数
値
を
示

し
て
お
り
、
高
齢
者
が
高
峰
に
登

っ
て

い
る
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。
運
動
中

の
突
然
死
は
８５
ギ
が
男
性
で
、
病
気
を

持

っ
て
い
る
者
は
２７
イ
の
み
で
あ
っ
た
。

国
内
症
例
に
つ
い
て

続
い
て
、
堀
井
氏
は
国
内
突
然
死
６
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症
例
を
提
示
し
、
内
藤
広
郎
氏

（消
化

器
外
科
医
）
、
橋
本
し
を
り
氏

（神
経
内

科
医
）
、上
小
牧
憲
寛
氏
（循
環
内
科
医
）

が
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
立
場
か
ら
死
亡

の
原
因
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
し
た
。

１
例
日
は
、

６５
歳
の
男
性
で
、
丹
沢

を
登
山
中
、
２
回
目
の
休
憩
後
、

１０
分

ほ
ど
歩
い
て
崩
れ
る
よ
う
に
倒
れ
、
意

識
消
失
、
死
亡
し
た
と
い
う
症
例
で
あ

っ
た
。
内
藤
氏
は

「下
痢
な
ど
の
脱
水

が
か
ら
ん
で
い
た
の
で
は
」
、橋
本
氏
は

「崩
れ
る
よ
う
に
倒
れ
、
ド
ロ
ッ
プ
ア

タ
ッ
ク
を
起
こ
し
て
い
る
の
で
脳
幹
部

の
梗
塞
が
考
え
ら
れ
る
が
、
不
整
脈
も

あ
り
う
る
」
、上
小
牧
氏
は
「定
期
健
診

で
異
常
を
指
摘
さ
れ
て
い
な
く
と
も
心

筋
梗
塞
の
可
能
性
が
あ
る
」
と
答
え
た
。

検
死
で
脳
梗
塞
と
診
断
さ
れ
た
と
い
う
。

ま
た
、

５５
歳
の
男
性
で
、
沢
登
り
で

ビ
バ
ー
ク
の
翌
朝
、
行
動
開
始
直
後
に

倒
れ
た
と
い
う
症
例
で
は
、
身
動
き
が

ま
ま
な
ら
な
い
体
位
で
長
時
間
過
ご
し

た
後
の
肺
塞
栓
症
、
い
わ
ゆ
る
ロ
ン
グ

フ
ラ
イ
ト
症
候
群

（エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ

ス
症
候
群
）
ま
た
は
急
性
心
不
全
が
疑

わ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ

っ
た
。

さ
ら
に
、

６０
歳
の
狭
心
症
の
あ
る
男

性
で
、
前
夜
深
酒
し
、
翌
朝
、
睡
眠
不

足
の
ま
ま
出
発
し
、
２
ピ

ッ
チ
後
に
急

性
心
筋
梗
塞
に
て
死
亡
し
た
症
例
も
あ

っ
た
。
飲
酒
は
脱
水
を
も
た
ら
す
の
で
、

前
夜
の
深
酒
は
禁
忌
で
あ
る
。

最
後
は
、

６７
歳
の
男
性
で
、
高
血
圧
、

尿
酸
血
症
で
通
院
中
で
あ
っ
た
。
分
水

嶺
登
山
で
最
後
尾
を
歩
い
て
い
た
が
、

山
項
に
来
な
い
の
を
心
配
し
た
仲
間
が

戻

っ
て
、
倒
れ
て
い
る
の
を
発
見
し
た
。

ヘ
リ
で
搬
送
さ
れ
た
が
、
死
亡
が
確
認
、

急
性
心
不
全
と
診
断
さ
れ
た
と
い
う
。

６
件
を
総
括
す
る
と
、
死
因
は
、
脳

梗
塞
と
急
性
心
不
全
が
各
１
例
、
急
性

心
筋
梗
塞
が
３
例
で
、
不
明
１
例
で
あ

っ
た
。
全
員
男
性
で
５５
歳
以
上
、
既
往

歴
に
つ
い
て
は
、
な
い
と
判
明
し
て
い

た
者
は
１
名
で
、
不
明
が
２
名
、
高
血

圧
症
が
２
名
、
狭
心
症
、
高
尿
酸
血
症

が
各
１
名
で
あ
っ
た
。
１
例
を
除
い
て
、

午
前
中
に
発
症
し
た
こ
と
が
特
筆
さ
れ
、

午
前
中
が
要
注
意
で
あ
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
た
。

堀
井
氏
は
最
後
に
、
中
高
年
登
山
者

は
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
が
必
須
で
あ

る
こ
と
を
強
調
し
、
潜
在
的
基
礎
疾
患

が
顕
在
化
す
る
誘
因
で
あ
る

「睡
眠
時

間
が
短
い
、
不
規
則
」
、
「身
体
活
動
時

間
の
過
剰
」
、
「
ス
ト
レ
ス
」
な
ど
を
避

け
る
配
慮
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
た
。

海
外
高
所
症
例

海
外
高
所
症
例
に
つ
い
て
は
、
最
初

に
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
ガ
イ
ド
の

近
藤
謙
司
氏
が
、
昨
年
５
月
に
エ
ヴ
ェ

レ
ス
ト
登
項
後
に
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ッ
プ

（８
６
０
０
層
）
を
懸
垂
下
降
中
に
転

倒
し
、
突
然
死
し
た
６３
歳
の
女
性
の
例

を
提
示
し
た
。
原
因
は
不
明
と
さ
れ
て

い
る
。

続
い
て
増
山
氏
が
海
外
高
所
７
症
例

を
提
示
し
た
。
回
答
者
は
、
神
尾
重
則

氏
（胸
部
外
科
医
）
、
塩
田
純

一
氏
（神

経
内
科
医
）
、
志
賀
尚
子
氏

（救
急
医

療
医
）
が
担
当
し
た
。

１
例
目
は
４０
歳
代
の
男
性
、
前
日
、

強
い
頭
痛
が
あ
り
、
翌
朝
、
エ
ヴ
ェ
レ

ス
ト
Ｂ
Ｃ

（５
３
０
０
Ｈ
）
に
て
、
口

か
ら
泡
を
吐
い
て
死
亡
し
て
い
る
の
が

発
見
さ
れ
た
と
い
う
。
神
尾
氏
は

「肺

水
腫
か
、
頭
痛
が
あ
る
の
で
ク
モ
膜
下

出
血
」
、
塩
田
氏
は

「頭
痛
の
後
、
急

死
し
て
お
リ
ク
モ
膜
下
出
血
」
、
志
賀

氏
は

「高
所
で
の
頭
痛
か
ク
モ
膜
下
出

血
か
判
断
が
む
ず
か
し
く
、
心
筋
梗
塞

も
否
定
で
き
な
い
」
と
の
回
答
が
あ
っ

た
。
浜
口
欣

一
氏
に
よ
る
剖
検
の
結
果
、

ク
モ
膜
下
出
血
で
あ
っ
た
と
い
う
。

キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
の
２
例
も
提
示
さ

れ
た
。
２
名
と
も
４
７
０
０
層
の
小
屋

ま
で
は
元
気
だ
っ
た
が
、
山
項
へ
の
ア

タ
ッ
ク
時
に
突
然
死
し
た
例
で
あ
っ
た
。

６０
歳
代
後
半
の
男
性
は
、
午
前
１
時
に

山
項
に
向
か
っ
た
が
、
遅
れ
始
め
、
２
　
２

０
０
】
川
登

っ
た
所
で
「少
し
休
み
た
い
」

轟

と
言

っ
て
す
わ
り
こ
ん
で
、
そ
の
ま
ま

倒
れ
て
死
亡
し
た
。

６０
歳
代
の
女
性
は

午
前
０
時
に
山
頂
へ
向
か
っ
た
が
、
そ

の
３０
分
後
、
突
然
前
に
転
倒
し
て
歩
行

困
難
と
な
り
、
小
屋
に
運
び
お
ろ
し
た

が
死
亡
し
た
。
さ
ら
に
、

６０
歳
代
の
男

性
は
ア
コ
ン
カ
グ
ア
山
項
か
ら
の
下
山

開
始
直
後
に
背
中
の
痛
み
を
訴
え
、

３０

分
後
に
歩
行
困
難
に
な
り
、
続
い
て
意

識
消
失
、
心
拍
停
止
を
き
た
し
、
死
亡

し
た
。

こ
れ
ら
の
３
症
例
で
は
回
答
者
の
コ

メ
ン
ト
と
現
地
で
示
さ
れ
た
診
断
が
食

い
違

っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
現
地
で
剖

熱心に耳を傾ける参加者

ｔ
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検
に
基
づ
い
て
死
因
と
さ
れ
た
も
の
は

必
ず
し
も
正
確
な
も
の
で
は
な
い
可
能

性
が
考
え
ら
れ
た
。

最
後
の
症
例
は
、

６０
歳
代
の
女
性
で
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
中
で
あ
っ
た
。

∽
ｏ
ｏ
Ｎ
値

（動
脈
血
酸
素
化

の
レ
ベ

ル
）
が
４
０
０
０
口
川
を
越
え
て
か
ら
、

一
人
か
け
離
れ
て
低
下
し
て
い
た
。
下

肢
静
脈
瘤
が
あ
り
、
足
が
何
度
も
つ
っ

て
い
た
。
Ｂ
Ｃ

（４
９
０
０
層
）
到
着

３
日
後
に
本
隊
は
メ
ラ
ピ
ー
ク
ヘ
ア
タ

ッ
ク
し
た
が
、
本
人
は
Ｂ
Ｃ
に
残

っ
て

い
た
。
起
床
後
、
胸
部
痛
を
訴
え
、
そ

の
１
時
間
後
、
シ
ュ
ラ
フ
に
入
っ
た
ま

ま
死
亡
し
て
い
る
の
を
発
見
さ
れ
た
。

回
答
者
は
全
員
肺
塞
栓
と
し
、
診
断
と

も

一
致
し
た
。

増
山
氏
は
、
高
所
に
お
け
る
特
殊
な

因
子
で
あ
る

「低
酸
素

・
低
体
温

・
脱

水
・低
血
糖
」
が
背
景
に
あ
る
こ
と
、
さ

ら
に
突
然
死
に
は

「急
激
な
交
感
神
経

系
の
充
進
、
脱
水
、
寒
冷
、
凝
固
線
溶

系
の
変
化
」
が
関
与
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
、
特
殊
な
環
境
で
あ
り
、
別
な

対
処
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
た
。

突
然
死
を
防
止
す
る
た
め
に
は

最
後
は
、
高
山
守
正
氏

（心
臓
救
急

医
）
が
、
突
然
死
に
つ
い
て
、
豊
富
な

資
料
を
駆
使
し
て
講
演
を
行

っ
た
。
突

然
死
は
、
日
本
で
は
１
年
間
で
１
０
０

０
人
に

一
人
起
こ
る
が
、
欧
米
で
は
こ

の
２
倍
で
あ
る
。
登
山
者
で
は
２

ｏ
３

人
と
考
え
ら
れ
る
。
発
症
後
１
時
間
以

内
に
死
亡
す
る
場
合
は
９０
で
近
く
が
急

性
心
筋
梗
塞
を
代
表
と
す
る
心
臓
病
で

あ
る
。
寒
い
時
期
と
、
朝
と
夜
の
８
時

頃
に
多
い
。

心
臓
突
然
死
の
３
分
の
２
は
心
室
細

動

（心
臓
が
こ
ま
か
く
震
え
る
だ
け
の
、

最
悪
の
不
整
脈
）
に
よ
っ
て
生
じ
、
早

期
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク

（除
細
動
）
を
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
電
気
シ
ョ
ッ

ク
を
か
け
る
こ
と
が
１
分
遅
れ
る
ご
と

に
成
功
率
は
７
～
１０
で
ず
つ
低
下
す
る
。

最
近
は
小
型
の
自
動
除
細
動
器
が
普
及

し
、　
一
般
人
に
も
使
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
医
療
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
病

院
で
の
死
亡
率
は
８
ビ
程
度
に
な
っ
た

が
、

３５
で
の
者
が
病
院
到
着
前
に
死
亡

し
て
い
る
。
日
本
で
は
心
拍
停
止
例
の

社
会
復
帰
率
は
２
～
３
で
と
欧
米
に
比

べ
て
低
い
。
心
肺
停
止
が
起
こ
っ
た
ら
、

応
援
を
集
め
、
人
工
呼
吸
と
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
し
て
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
か

け
て
、
専
門
的
治
療
に
つ
な
げ
る
こ
と

で
あ
る
。

山
で
胸
が
痛
く
苦
し
ん
で
い
る
人
の

対
処
法
は
、
応
急
処
置

（安
静
、
保
温
、

酸
素
を
吸
わ
せ
る
、
ニ
ト
ロ
剤
を
１
錠

舌
下
に
投
与
し
て
、
ア
ス
ピ
リ
ン
を
噛

ま
せ
る
な
ど
）
を
し
て
、
ヘ
リ
を
呼
ん

で
搬
送
す
る
。
脇
に
い
る
人

（バ
イ
ス

タ
ン
ダ
ー
）
が
蘇
生
法
を
行
う
こ
と
が

大
切
な
の
で
、
心
肺
蘇
生
法
を
会
得
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

登
山
中
は
運
動
、
発
汗
、
食
事
の
変

化
、
寒
冷
、
不
眠
な
ど
、
平
常
と
は
異

な
る
状
態
に
お
か
れ
て
お
り
、
血
圧
の

上
昇
も
顕
著
な
の
で
注
意
が
必
要
で
あ

る
。
実
際
、
山
中
で
心
肺
停
止
が
起
こ

っ
た
場
合
に
は
救
命
は
難
し
い
の
で
、

起
こ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
事
が
も

っ
と

も
大
事
で
あ
り
、
原
因
疾
患
の
治
療
と
、

生
活
習
慣
病
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
心
臓
突
然
死
を

起
こ
し
や
す
い
人
に
は
心
疾
患
が
見
ら

れ
る
場
合
が
多
く
、
検
査
に
よ
る
ハ
イ

リ
ス
ク
群
の
同
定
が
必
要
で
あ
る
。

最
後
に
高
山
氏
は
突
然
死
を
防
止
す

る
た
め
に
、
「定
期
的
な
健
康
診
断
を

受
け
る
」
、
「担
当
医
と
良
い
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
も
つ
」
、
「体
力
や
健
康

度
に
見
合

っ
た
計
画
」
、
「日
頃
の
運
動
」
、

「必
要
な
薬
の
服
用
」
な
ど
に
注
意
し

て
、
自
己
管
理
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ

る
と
述
べ
た
。
登
山
に
際
し
て
は
、
「無

理
を
し
な
い
」
、
「引
き
返
す
勇
気
を
持

つ
」
、
「内
服
薬
を
忘
れ
な
い
」
、
「脱
水
と

塩
分
過
多
に
注
意
す
る
」
、
「
い
つ
も
の

体
調
と
比
較
す
る
」
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
し
て
、
講
演
を
終
了
し
た
。

さ
ら
に
、
会
場
の
大
森
薫
雄
氏
が
、

「山
で
起
こ
っ
て
も
仕
方
が
な
い
と
理

解
し
て
い
る
。
ア
ド
バ
イ
ス
を
き
い
て

注
意
し
て
登

っ
て
ほ
し
い
が
、
登
ら
な

い
ほ
う
が
よ
い
場
合
も
あ
る
。
メ
デ
ィ

カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
で
自
分
の
体
を
認
識
し
、

マ
イ
ペ
ー
ス
で
登
る
こ
と
が
重
要
。
い

ろ
い
ろ
な
立
場
で
山
を
楽
し
ん
で
ほ
し

い
」
と
い
う
発
言
を
し
た
。

次
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
予
定

講
演
会
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
好
評
で

あ
り
、
講
演
会
を
続
け
て
行

っ
て
ほ
し

い
と
い
う
希
望
も
多
か
っ
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
以
外
に
は
、
救
急
蘇
　
３

生
法
、
高
山
病
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
な
　
覇

ど
に
関
心
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

医
療
委
員
会
の
Ｈ
Ｐ
へ
の
ア
ク
セ
ス

件
数
は
１
日
平
均
１
０
０
件
を
越
え
、

登
山
医
学
へ
の
関
心
の
高
ま
り
が
感
じ

ら
れ
る
。

現
在
、
医
療
委
員
会
で
は

″登
山
の

救
急
医
療
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
″
を
作
成
中

で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
声
も
反
映
さ
せ
た

内
容
と
し
た
。

ま
た
、
出
版
記
念
を
兼
ね
て
１
０
０

周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
続
編
と
し
て

「山
で
の
救
急
蘇
生
を
考
え
る
」
を
７

月
４
日
に
開
催
す
る
こ
と
と
し
た
。

ひ
き
続
き
参
加
い
た
だ
き
た
い
。
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「ブロック別式典開催のお知らせ」
式典委員会

日本山岳会創立100周年を記念して、10月 15日 に東京において総合式典が開催されるのに併せて、全国を

8つのブロックに分けて式典及び記念山行が実施される。

各ブロックに属する会員はもとより、首都圏及び他ブロックの会員の参加も期待されているので、全国各

地から奮って参加されたい。

各ブロックの開催要領を2回に分けて ([そ の 1]東北、京岐北陸、九州、北海道)([そ の 2]フ ォッサマ

グナ、中国、東海、関西)紹介する。各項目の数字は、①第 1日 開催日時、②場所、③内容、④第 2日 山行、

⑤参加費、⑥申込先氏名、⑦住所、③FrⅨ、⑨3mail、 ⑩申込〆切日をあらわす。

申込みは文書で、郵送、FゴⅨまたはE…m」1で行うこと。

[その 1]

●東北ブロック式典 (青森、岩手、秋田、山形、宮

城、福島各支部)

① 5月 28日 (土)14:00～

② 福島県猪苗代町「ホテルリステル猪苗代」

③ 式典及び講演 尾形好雄氏

④ 磐梯山、猫魔山、雄国沼登山、裏磐梯周遊

⑤ 18,000円

⑥ 事務局 八巻和男

⑦ 〒960-8252 福島市御山字田中55-7

③ 024-535-1059

⑨ なし

⑩ 4月 30日 (土 )

●京岐北陸ブロック式典 (京都、岐阜、福井、石川、

富山各支部)

① 6月 11日 (土)14:00～

② 福井市福井まちなか文化施設「響のホール」

宿泊 :ユ アーズホテル

③ 式典及び講演 立松和平氏「100霊峰を歩いて」

④ 越知山登山 (立松氏同行)

⑤ 式典・祝賀参加 10,000円

宿泊の場合 22,000円

⑥ 支部長 宮本数男

⑦ 〒910-0011 福井市経田1-802

③ 0776-21-1215

⑨ なし

⑩ 5月 10日 (火 )

●九州ブロック式典 (福岡、北九州、東九州、熊本、

宮崎各支部)

① 7月 16日 (土)14:00～

② 宮崎県営国民宿舎「えびの高原荘」

③ 式典、各支部報告、講演 石井久夫氏「霧島の

自然」

④ 霧島縦走、韓国岳、大浪池、池めぐり

⑤ 15,000円

⑥ 支部長 井野元繁

⑦ 〒880-0911 宮崎市田吉1077-1

③ 0985-54-3828

⑨ sinomoto@mlyazak… catvenelp

⑩ 5月 31日 (火 )

●北海道ブロック式典 (北海道支部)

① 8月 26日 (金)18:00～

② 札幌市「アパホテル札幌」

③ 式典及び講演

④ 由仁町クオベツ山稜無名峠、ヤブ漕ぎ体験

⑤ 5,000円、宿泊費別 7,000円

⑥ 事務局 長谷川雄助

⑦ 〒060-0807札 幌市北区北七条西6キ タノビル内

(株)北斗警備 気付

③ 011-738-8212

⑨ upepe_sankap@yahoooco.ip

⑩ 7月 31日 (日 )

[その 2]

4ブロックの開催日程は次の通り。

●フォッサマグナブロック 05年 9月 17～ 18日

●中国ブロック  05年 9月 17～ 18日

●東海ブロック  05年 10月 29～ 30日

●関西ブロック 5～

*参加を希望される

鐵 4
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日本山岳会創立1ロロ周年記念企画 「日本人の足跡を訪ねて』

電話:03-3437-8848(材:)ウ ェック・トレック

1782年、大黒屋光大夫が江

戸への航海途中で遭難し、

長期滞在したイルクーツク

やシベリアの真珠と謳われ

るバイカル湖を訪れます。

シベリア・サヤン山脈の最高

峰ムンク・サルディン峰 (3.4

91m)に登頂。周辺は特別

自然保護区となっており、鳥

類、野生動物の宝庫です。

イリ

ムンク0サルディン峰

C霊∋12005年 6月 24日 (金)～ 7月 4日 (月 )

GttD438,000円 く新潟発着>

●利用予定航空会社:ダリアビア航空、バイカル航空など ●ツア

ーリーダー:新潟から新潟まで同行 ●最少催行人員:10名 ●食事

:朝 10回・昼9回・夕9回 ●1人部屋追加料金:46,000円 (ホテル、□

ッジ泊のみ7泊)●利用予定ホテル:中級クラス

アルバインツアーサービス(株) 電話:03-3503-1911

1925年、日本最初の海外

登山隊 (槙有恒隊長)が初登

頂したロッキー屈指の難峰

アルバータをヘリで空から

眺望。レイクルイズのフェア

ビュー登頂やロブソン山麓

ハイキングなど、各地に運泊

しながらロッキーを南北に

縦断する充実企画。カナダ

山岳会の訪間と交流も。

C醒∋12005年 7月 16日 (土)～7月 24日 (日 )

GttD.528"000円  く東京・大阪・名古屋発着>

●利用予定航空会社:エアカナダ ●ツアーリーダー:成田から成

田まで同行 ●最少催行人員:10名 ●食事:朝 7回・昼6回・夕7回

●一人部屋利用追加料金:78,000円 ●利用予定ホテル:中・高級

クラス

電話:03-3574-9292ヒマラヤ観光開発 (株 )

ネバールのトレッキングで

も最もポピュラーなコース

を往路はゆっくり歩き、帰路

はチャーターヘリコプター

で戻ります。シャンポチエで

の滞在は、当社所有の「ホテ

ル・エベレスト0ビュー」で

贅沢な一時をお過ごし下さい。

皆様のこ参カロをお待ちして

おります。

C駈轟)2005年 1口月4日 (火)～ 10月 12日 (水)

GttD333口 000円  く東京・ 大阪発着 >

●利用予定航空会社:キャセイ航空、ロイヤルネパール航空、全日

空など ●ツアーリーダー:同行致します ●最少催行人員:10名 ●

食事:朝7回・昼5回 0夕 7回 ●1人部屋追加料金:26,000円 (ホテル・

エベレスト・ビューは相部屋利用)●利用ホテル:ホテル・ヒマラヤ

(株)アトラストレック 電話:03-3341-0030

日本山岳会第 4代会長・槙

有恒氏が 1921年 に成功し

た「アイガー東山稜の初登

攀」をはじめ、日本山岳会

会員がアルプスに残した足

跡を辿ります。いわゆる三

大北壁を訪ねるトレイルだ

けでなく、登頂を目指す方

にも登頂プランをご用意し

ております。

C田∋12005年 7月 18日 (月 )～7月 28日 (木)

GttD1480"000円  く東京・大阪発着>

●利用予定航空会社:スイス、ルフトハンザ航空等 ●ツアーリー

ダー:現地到着空港から現地出発空港まで同行 ●最少催行人員 :

10名 ●食事:朝 9回・昼0回・夕6回 ●1人部屋追加料金65,000円

(山小屋を除く)●利用予定ホテル:各地三ツ星以上のホテル

輻 5
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アイガー東山稜登山と日本山岳会の足跡を訪ねる
7月 13日発 10日間
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訪
間
取
材
報
告

１
０
０
歳
の
中
村
テ
ル
さ
ん
に
聞
く

資
料

・
映
像
委
員
会
　
奈
良
　
千
佐
子

■
全
身
全
霊
で
挑
ん
だ
山

奇
し
く
も
、
日
本
山
岳
会
と
同
じ
１

０
０
歳
の
中
村
テ
ル
は
、
女
性
会
員
の

最
高
齢
で
あ
り
、
黎
明
期
の
女
性
登
山

史
を
拓
い
て
き
た
人
で
あ
る
。
大
正
８

年

（１
９
１
９
年
）
１５
歳
頃
、
鉱
山
業

を
営
む
父
と
共
に
山
に
入
っ
た
の
が
山

と
の
出
会
い
で
あ
っ
た
。

大
正
か
ら
昭
和
初
期
と
い
え
ば
、
女

性
が
山
登
り
を
す
る
の
は
本
当
に
め
ず

ら
し
く
、
登
山
靴
も
な
い
時
代
。
登
山

の
格
好
と
い
え
ば
、
テ
ー
ラ
ー
ド
カ
ラ

ー
の
上
着
に
ブ
ル
マ
ー
、
ゲ
ー
ト
ル
に

わ
ら
じ
と
い
う
姿
で
あ
る
。
氷
の
上
を

歩
く
時
は
、
「か
な
か
ん
じ
き
」
と
い
う

３
本
の
鉄
の
爪
を
わ
ら
じ
に
縛
り
つ
け

て
、
靴
下
の
中
に
は
唐
辛
子
を
入
れ
る
。

汗
を
か
く
と
ポ
カ
ポ
カ
し
て
温
か
く
な

る
の
だ
と
い
う
。
若
か
り
し
日
を
、
記

憶
の
奥
で
回
想
し
、
「お
転
婆
が
過
ぎ

た
だ
け
の
事
ね
」
と
、
さ
ら
り
と
言
う
。

だ
が
、
そ
の
お
転
婆
な
乙
女
は
、
１

９
２
３
年
、
女
性
初
、
冬
の
富
士
山
登

頂
を
は
た
し
、
世
間
を

（ア
ッ
ー
）
と

驚
か
せ
た
の
で
あ
る
。

「冬
山
と
い
う
の
は
雪
と
の
闘
い
、
胸

ま
で
雪
を
抱
い
て
３
歩
登

っ
た
と
思
う

と
ズ
ル
ズ
ル
ッ
と
２
歩
下
が
る
、
ま
た

３
歩
登

っ
て
２
歩
下
が
り
…
…
。
項
上

を
極
め
る
こ
と
な
ん
か
本
当
は
問
題
じ

ゃ
な
い
。
そ
の
山
に
と
っ
つ
い
て
、
全

身
全
霊
を
込
め
て
や
っ
て
み
る
っ
て
い

う
の
が
好
き
だ
っ
た
」
と
語
る
。

■
日
本
Ｎ
Ｚ
女
子
親
善
隊

戦
前
、
得
意
の
英
語
を
ア
ピ
ー
ル
し

日
本
フ
ォ
ー
ド
社
に
勤
務
、
戦
後
は
Ｇ

Ｈ
Ｑ
秘
書
、
同
時
通
訳
と
し
て
活
躍
。

そ
の
英
語
力
は
ず
ば
抜
け
て
優
秀
。

６１
年
、
国
を
代
表
す
る
親
善
使
節
と

し
て
、
日
本
Ｎ
Ｚ
女
子
親
善
隊
の
隊
長

を
務
め
、
Ｎ
Ｚ
に
日
本
旋
風
を
巻
き
起

こ
し
話
題
に
な
っ
た
。

隊
長
で
あ
っ
た
テ
ル
は
、
娘
ほ
ど
年

の
違
う
隊
員
に
、
英
語
や
、
外
国
で
の

マ
ナ
ー
を
ど
し
ど
し
教
育
し
た
。

「す
べ
て
の
こ
と
レ
デ
ィ
ラ
イ
ク
に
ふ

る
ま
う
。
そ
れ
が
作
法
の
エ
ッ
セ
ン
ス

で
す
」
と
、
駆
使
し
て
作
成
し
た
行
儀

教
書
を
隊
員
は

「憲
法
」
と
呼
ん
だ
。

「
い
ち
い
ち
う
る
さ
い
事
を
言
う
か
ら
、

オ
ニ
バ
バ
ァ
と
呼
ば
れ
て
…
…
で
も
楽

し
い
思
い
出
ね
」
と
笑
う
。

そ
の

「憲
法
」
配
布
に
お
け
る
苦
労

話
と
レ
デ
ィ
の
心
意
気
が
、
次
の
著
書

に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
紹
介
し
た
い
。

ユ
ー
モ
ア
と
弾
む
よ
う
な
エ
ッ
セ
イ
に
、

筆
者
は
思
わ
ず
笑

っ
て
し
ま
っ
た
。

著
書

『女
５
人
Ｎ
Ｚ
を
行
く
』
よ
り

■
隊
長
は
語
る
―

「憲
法
」
裏
話

私
ど
も
は
国
を
代
表
す
る
第

一
級
レ

デ
ィ
と
し
て
振
舞
わ
ぎ
る
を
え
な
い
。

ま
さ
か
、
ス
ウ
ス
ウ
音
を
出
し
て
ス
ー

プ
を
吸
う
わ
け
に
も
ゆ
く
ま
い
。
大
学

は
出
た
け
れ
ど
、
外
国
の
習
慣
と
礼
儀

に
弱
い
隊
員
に
な
ん
と
説
明
し
、
教
え

る
べ
き
か
。
社
会
人
の
彼
女
達
の
プ
ラ

イ
ド
を
傷
つ
け
ず
、
レ
デ
ィ
ラ
イ
ク
の

第

一
級
の
マ
ナ
ー
を
教
え
な
く
て
は
、

日
本
人
は
野
蛮
と
見
下
さ
れ
る
。

語
学
が
で
き
な
く
と
も
よ
い
、
マ
ナ

ー
ス

（お
行
儀
）
が
よ
け
れ
ば
い
い
。

胴
長
の
脚
短
か
で
、
弯
曲
し
て
、
鼻
ペ

チ
ャ
の
色
黒
で
あ
っ
て
も
、
真
心
が
あ

れ
ば
、
誰
で
も
私
ど
も
を
好
ま
し
い
友

だ
ち
と
思

っ
て
く
れ
る
。
隊
員
た
ち
の
、

あ
の
お
行
儀
で
は
、
日
本
の
レ
デ
ィ
の

格
が
さ
が
る
。
隊
員
た
ち
よ
、
怒
る
な

か
れ
。
も

っ
と
言
い
た
い
が
、
主
な
こ

と
だ
け
を
ざ

っ
と

一
通
り
だ
け
書
い
て

み
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６

若
い
娘
は
、
ま
こ
と
に
素
直
。
私
の
　
爾

行
儀
教
書
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
、
そ

れ
を

「憲
法
」
と
呼
ん
で
い
る
。
め
で

た
し
、
め
で
た
し
。
　

　

（敬
称
略
）

【平
成
１６
年
３
月
３１
日
に
行
わ
れ
た
湘

南
記
念
病
院
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録

を
元
に
編
集

（日
本
Ｎ
Ｚ
女
子
親
善
隊

の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
小
倉
董
子
会
員

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
と
し
て
ご
尽
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
）
】

■
中
村
テ
ル
　
ー
９
０
４
年
生
ま
れ
。

２３
年
、
女
性
初
の
冬
富
士
登
項
、

６１
年
、

日
本
Ｎ
Ｚ
女
子
親
善
隊
隊
長
、

８８
年
、

日
本
山
岳
会
婦
人
部
イ
ン
ド
ヒ
マ
ラ

ヤ

・
マ
ウ
ン
ト
シ
ー
ヴ
ァ
遠
征
隊
参
加
。

ヒラリー卿を囲む日本NZ女子親善隊
(前列左から2人 目が中村テル)
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シ
ュ
ラ
ギ
ン
ト
ワ
イ
ト
の
本
と

藤
島
さ
ん
の
こ
と

会
報
７
１
５
号
で
水
野
さ
ん
が
報
告

さ
れ
、
７
１
７
号
の
平
山
会
長
挨
拶
に

も
あ
っ
た
様
に
、
会
員
松
崎
中
正
さ
ん

が
シ
ュ
ラ
ギ
ン
ト
ワ
イ
ト
の
報
告
書
の

別
巻
を
、
当
会
創
立
１
０
０
周
年
の
記

念
に
ご
寄
贈
く
だ
さ
っ
た
。

先
日
、
固
唾
を
呑
ん
で
見
守
る
な
か

松
田
雄

一
さ
ん
の
手
で
取
り
出
さ
れ
た

リ
ト
グ
ラ
フ
は
保
存
が
素
晴
ら
し
く
良

く
、
思
わ
ず
息
を
飲
む
鮮
や
か
な
色
彩

を
保

っ
て
い
た
。
１
番
上
に
薄
葉
紙
が

１
枚
載
せ
て
あ
り
、
そ
こ
に
１３
／
２８９
と

あ
っ
た
。
こ
の
本
が
日
本
に
渡
来
し
た

の
は
恐
ら
く
６
組
、
そ
の
う
ち
明
治
４１

年
丸
善
の
火
災
と
、
当
会
図
書
室
の
罹

災
で
２
組
が
失
わ
れ
た
。
日
本
に
現
存

す
る
の
は
国
会
図
書
館

（深
田
久
弥
氏

か
ら
）
、
信
州
大
学

（小
林
義
正
氏
か

ら
小
谷
隆

一
氏
を
経
て
）
、
国
立
民
俗

博
物
館
と
、
当
会
が
松
崎
さ
ん
か
ら
寄

贈
さ
れ
た
４
組
で
あ
る
。
４
組
の
う
ち

当
会
々
員
が
収
集
さ
れ
た
も
の
が
３
組

を
占
め
る
と
は
、
大
い
に
誇
り
で
あ
り
、

苦
労
し
て
入
手
さ
れ
た
先
輩
方
の
ご
努

山
本
　
健

一
郎

力
に
改
め
て
敬
意
を
表
し
た
い
。

私
が
こ
の
本
を
何
と
か
会
の
図
書
館

に
納
め
た
い
と
思
い
始
め
た
の
は
、
藤

島
敏
男
さ
ん
に
あ
る
お
話
を
お
聞
き
じ

た
か
ら
で
あ
る
。
藤
島
さ
ん
は
麻
布
日

ヶ
窪
に
お
住
ま
い
で
、
私
の
勤
め
先
が

あ
る
日
本
橋
く
ら
い
ま
で
は
足
を
延
ば

さ
れ
る
。
あ
る
日
散
歩
の
つ
い
で
に
お

寄
り
に
な
っ
た
藤
島
さ
ん
に
、
パ
リ
駐

在
の
折
に
集
め
ら
れ
た
山
の
本
を
、
戦

災
で
失
わ
れ
残
念
で
し
た
ね
と
水
を
向

け
た
ら
、
そ
れ
よ
り
先
輩
方
が
集
め
ら

れ
た
山
岳
会
の
全
蔵
書
を
戦
災
で
失

っ

た
の
が
悔
し
い
、
図
書
室
の
復
活
は
後

輩
の
努
め
と
思
い
慎
さ
ん
や
松
方
さ
ん

と
共
に
図
書
室
の
充
実
に
努
め
て
き
た

が
、
戦
前
の
偉
容
に
は
程
遠
い
と
お
っ

し
ゃ
っ
た
。
そ
し
て
、
木
暮
さ
ん
か
ら

項
い
た
シ
ュ
ラ
ギ
ン
ト
ワ
イ
ト
の
本
だ

け
で
も
疎
開
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
、

あ
の
本
を
何
と
か
再
び
手
に
入
れ
な
い

と
木
暮
さ
ん
に
申
し
訳
な
い
と
話
さ
れ

た
。
藤
島
さ
ん
は
小
暮
さ
ん
と
大
正
９

年
、
人
跡
ま
れ
な
平
ヶ
岳
に
湯
檜
曾
か

ら
大
水
上
山
を
経
て
登
る
な
ど
、
幾
つ

も
の
山
行
を
共
に
し
て
お
り
、
先
輩
木

暮
さ
ん
の
ご
厚
意
を
無
に
し
た
の
を
人

一
倍
悔
や
ん
で
お
ら
れ
る
ご
様
子
が
言

葉
の
は
し
は
し
か
ら
伺
え
た
。

私
は
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
何
と
か
藤
島
さ
ん
の
悲
願
を
実
現

し
た
く
こ
の
数
年
海
外
の
古
書
店
の
目

録
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
が
、
売
り
物

が
全
く
出
な
い
。
そ
こ
で
、
ご
協
力
項

け
そ
う
な
会
員
が
ロ
ン
ド
ン
か
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
い
な
い
か
調
べ
た
ら
、
１
人

も
い
な
い
と
い
う
結
果
が
出
た
。
日
本

企
業
の
活
動
が
い
か
に
東
南
ア
ジ
ア
に

シ
フ
ト
し
て
い
る
か
思
い
知
ら
さ
れ
、

こ
の
作
戦
は
空
振
り
に
終
わ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
思
い
も
か
け
ず
松
崎
さ
ん

の
ご
厚
意
で
、
当
会
の
蔵
書
に
こ
の
本

が
加
え
ら
れ
、
夢
見
る
思
い
で
あ
る
。

こ
れ
は
藤
島
さ
ん
に
ご
報
告
を
と
考
え

た
が
、
迂
闊
に
お
墓
に
近
寄

っ
た
ら
た

ち
ま
ち
藤
島
さ
ん
が
現
れ
、
君
も
随
分

殊
勝
な
こ
と
を
す
る
様
に
な
っ
た
ね
、

も
う
す
ぐ
こ
っ
ち
の
仲
間
入
り
だ
ね
、

な
ど
と
言
わ
れ
か
ね
な
い
。
山
岳
会
を

愛
し
て
お
ら
れ
た
藤
島
さ
ん
の
こ
と
、

今
で
も
会
報
に
目
を
通
し
て
お
い
で
で
、

こ
の
記
事
も
日
に
と
ま
る
だ
ろ
う
。

君
子
危
う
き
に
近
寄
ら
ず
、
お
墓
参

り
は
止
め
て
お
こ
う
。

ユングフラウヨッホにいちばん近い村、ウェンゲンの

家庭的なホテルアイガーと、スイスの旅の専門店

アルプスウェイが自信をもつてお勧めする共同企画。

アルプスウェイご利用で、ホテルアイガーに  ズn、
お泊まりの日本山岳会会員様へ4つの特典。 」ご

｀`
■ふ.

Д■Lい
プ.ユングフラウのよく見えるお部屋を    」″【

7●

″FフL
優先的にご提供。         ■

…
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3.アルプスウェイ駐在員による

1日 の専属ガイドサービス。

4.ホテルのオーナー、フックス氏より

地元産リキュールをプレゼント.
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支
部
事
務
局
担
当
者
会
議

２
月
１９
日
、

２０
日
の
２
日
間
に
わ
た

り
、
支
部
事
務
局
担
当
者
会
議
が
開
催

さ
れ
た
。

１９
日
の
水
道
橋
東
京
グ
リ
ー
ン
ホ
テ

ル
で
の
会
議
は
、
事
前
に
作
成
を
依
頼

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
と
づ
い
て
、
各

支
部
の
現
状
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、

そ
の
後
、
各
支
部
で
の
入
会
資
格
に
つ

い
て
討
論
が
あ
っ
た
。
各
支
部
か
ら
の

申
告
に
よ
る
支
部
員
の
総
数
は
２
９
１

６
名
と
、
日
本
山
岳
会
の
会
員
の
半
数

を
占
め
て
い
る
。
そ
の
他
に
会
友
制
度

を
設
け
て
い
る
支
部
が
１２
支
部
あ
る
が
、

会
友
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
に
異
な
る
。
支
部
と
し
て
独
自
に

会
費
を
徴
収
し
て
い
る
支
部
は
１７
支
部

で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
の
現
状
、

問
題
点
を
率
直
に
述
べ
て
い
た
だ
い
た

が
、
い
ず
れ
の
支
部
も
、
支
部
行
事
ヘ

の
参
加
者
が
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

会
員
の
高
齢
化
、
新
し
く
入
会
を
希
望

す
る
人
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
問
題

点
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
定
例
山
行
の
実
施
、

自
然
保
護
活
動
や
子
供
向
け
登
山
育
成

活
動
な
ど
、
各
支
部
と
も
に
着
実
に
日

常
の
活
動
を
続
け
て
い
る
。

本
会
へ
の
入
会
資
格
に
つ
い
て
は
、

支
部
毎
に
多
少
の
違
い
が
あ
る
よ
う
だ
。

夜
は
懇
親
会
を
実
施
し
活
発
な
意
見

の
交
換
が
あ
っ
た
。

翌
２０
日
は
会
場
を
本
会
の
集
会
室
に

移
し
、
本
会
か
ら
の
依
頼
事
項
の
伝
達

を
行

っ
た
。
分
水
嶺
踏
査
に
つ
い
て
は
、

各
支
部
の
全
面
的
な
協
力
を
得
て
順
調

に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
ほ
ぼ
６０
で
が
踏

査
さ
れ
た
感
触
を
得
た
。

１
０
０
周
年
記
念
事
業
実
施
の
た
め

の
会
員
募
金
の
進
捗
に
つ
い
て
強
い
要

rT
レ

爾爾華覇

凩鶉鱚錮鸞絋

日本山岳会の各委員会

同好会の活動報告です

4月

請
が
募
金
委
員
会
か
ら
な
さ
れ
た
。
山

岳
保
険
加
入
の
す
す
め
、
本
会
取
扱
い

グ
ッ
ズ
の
紹
介
な
ど
、
日
頃
支
部
の
皆

さ
ん
方
に
伝
わ
り
に
く
い
事
柄
を
担
当

者
に
よ
く
理
解
い
た
だ
け
た
と
思
う
。

２
日
間
に
わ
た
り
熱
心
に
意
見
の
交

換
が
あ
り
、
内
容
の
充
実
し
た
支
部
事

務
局
担
当
者
会
議
で
あ

っ
た
。
担
当
者

の
方
々
か
ら
支
部
の
皆
さ
ん
へ
の
十
分

な
伝
達
が
期
待
さ
れ
る
。

（染
谷
　
美
佐
子
）

ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
講
習
会

八
ヶ
岳
に
て
開
催

２
月
９
日
か
ら
１０
日
に
か
け
て
、
学

生
部
主
催
の
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
講

習
会
が
八
ヶ
岳
に
て
行
わ
れ
た
。

各
大
学
問
の
交
流

・
親
睦
を
は
か
り
、

各
レ
ベ
ル
に
合

っ
た
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
技
術
の
習
得
を
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
こ
の
講
習
会
に
は
、
関
西
学
院

大
学
、
専
修
大
学
、
東
海
大
学
、
東
京

理
科
大
学
、
（元
）
防
衛
大
学
、
立
教

大
学
、
早
稲
田
大
学
、
法
政
大
学
か
ら

計
２２
名
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。
松
原
尚

之

。
岡
田
康

・
黒
田
誠
各
氏
の
講
師
に

ご
指
導
い
た
だ
い
た
。

２２
名
の
参
加
者

の
う
ち
、
ほ
と
ん
ど
が
未
経
験
者
で
あ

っ
た
が
、
経
験
者
も
未
経
験
者
も
そ
れ

ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
講
習
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。

９
日
、

１０
時
、
赤
岳
鉱
泉
に
集
合
。

講
習
会
参
加
費
３
０
０
０
円
と
、
人
工

の
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

・
グ
レ
ン
デ

で
あ
る
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
の
使
用

料
５
０
０
円
を
払
う
。

そ
の
後
、
経
験
者
と
未
経
験
者
に
分

か
れ
、
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
に
て
１５

時
ま
で
、
ト
ッ
プ
ロ
ー
プ
で
と
に
か
く

数
を
こ
な
す
。
１
人
１０
本
近
く
も
登
る

と
、
未
経
験
者
も
経
験
者
も
バ
イ
ル
の

振
り
方
、
ア
イ
ゼ
ン
の
置
き
方
に
か
な

り
進
歩
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
講
　
８

師
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
っ
て
コ
ツ
　
爾

を
つ
か
ん
で
き
た
。

夕
食

（各
自
）
を
は
さ
ん
で
１９
時
か

ら
、
鉱
泉
の
食
堂
に
て
机
上
講
習
会
と

懇
親
会
を
行
う
。
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
に
関
す
る
技
術
的
な
講
習
、
講
師
に

よ
る
海
外
で
の
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

の
ス
ラ
イ
ド
上
映
や
、
南
米
や
カ
ナ
ダ

の
巨
大
な
氷
瀑
の
ス
ラ
イ
ド
を
眺
め
、

一
同
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
り
、
夢

が
膨
ら
ん
だ
。
ス
ラ
イ
ド
を
見
た
後
、

ビ
ー
ル
で
乾
杯
し
、
簡
単
な
懇
親
会
を

行

っ
て
２１
時
に
ひ
と
ま
ず
解
散
し
た
。

１０
日
、
会
場
を
南
沢
小
滝

ｏ
大
滝
に

移
す
。
８
時
３０
分
に
南
沢
小
滝
前
に
集

欄̈
騰
鱗
欄
一出一椰
難
難
珊
＝
＝
鼎
華
¨
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合
し
、
経
験
者
と
上
級
生
は
大
滝
に
て
、

未
経
験
者
は
小
滝
に
て
講
習
を
行

っ
た
。

大
滝
で
は
講
師
が
リ
ー
ド
し
３
本
の

ト
ッ
プ
ロ
ー
プ
を
張
り
、
１
人
１
～
２

本
ず
つ
登

っ
た
が
、
今
年
の
南
沢
大
滝

は
よ
く
発
達
し
て
お
り
、
長
さ
も
５０
層

近
く
あ
っ
た
た
め
パ
ン
プ
す
る
者
続
出

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
だ
け
の
長
さ

の
氷
瀑
を
登

っ
た
の
は
皆
初
め
て
で
、

大
い
に
緊
張
し
た
よ
う
だ
。

小
滝
で
は
ス
ク
リ
ュ
ー
の
打
ち
方
や

ア
バ
ラ
コ
フ
の
作
り
方
な
ど
を
学
び
、

実
際
に
ス
ク
リ
ュ
ー
を
さ
し
な
が
ら
登

る
練
習
も
行

っ
た
。
昼
に
大
滝
班
と
小

滝
班
を
交
代
し
、

１５
時
に
講
習
会
終
了
、

解
散
し
た
。

２
日
間
に
わ
た
り
、
内
容
の
濃
い
講

習
会
で
あ
り
、
参
加
者
の
登
り
も
か
な

リ
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
な
っ
た
。
今
後
も
こ人工氷壁で悪戦苦闘中

の
よ
う
な
機
会
を
設
け
、
学
生
部
の
親

睦
を
は
か
る
と
と
も
に
、
技
術
の
向
上

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

（東
海
大
学
　
小
松
　
由
佳
）

第
１４
回
山
好
き
の
山
の
絵
展

２
月
２０
日
～
２６
日
ま
で
の
１
週
間
、

東
京
交
通
会
館
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て

開
催
さ
れ
た
。
出
展
者
５５
名
、
出
展
作

品
７１
展

（水
彩
３８
点
、
油
絵
２３
点
、
パ

ス
テ
ル
他
１０
点
）
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ

ッ
ク
ーー

点
の
展
示
で
あ
っ
た
。

期
間
中
は
２
１
６
１
名
の
方
々
に
来

場
い
た
だ
き
、
誠
に
盛
会
で
あ
っ
た
。

初
日
、
午
前
中
は
会
場
の
設
営
で
あ

る
。
会
員
た
ち
は
、
１
年
間
の
努
力
の

成
果
で
あ
る
作
品
を
持
ち
よ
り
、
指
定

の
位
置
に
展
示
、
照
明
の
調
整
や
諸
々

の
準
備
を
整
え
、
正
午
に
オ
ー
プ
ン
。

開
場
を
待
ち
か
ね
た
来
場
者
が
次
々

に
入
場
、
あ
っ
と
い
う
間
に
、
あ
ち
こ

ち
に
山
仲
間
の
楽
し
い
輪
が
で
き
、
そ

れ
ぞ
れ
に
会
話
が
は
ず
み
出
す
。

展
示
作
品
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
あ
り
、

ス
イ
ス
の
山
あ
り
、
北
ア
ル
プ
ス
や
南

ア
ル
プ
ス
の
日
本
の
山
々
、
登

っ
て
描

い
た
ス
ケ
ッ
チ
や
、
じ
っ
く
り
眺
め
て

描
い
た
油
絵
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い

を
こ
め
た
力
作
が
並
ぶ
。

読
売
新
間
の
取
材
も
あ
り
、
２
月
２３

日
の
都
内
版
に
写
真
入
り
で
こ
の
展
覧

会
の
こ
と
が
報
道
さ
れ
、
「新
間
を
見

ま
し
た
」
と
言
う
人
た
ち
も
次
々
に
来

場
さ
れ
た
。

来
場
者
の
方
々
よ
り

「山
の
自
然
を

愛
す
る
爽
や
か
さ
が
絵
か
ら
感
じ
ら
れ

た
」
、
「自
然
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
と

思
う
」
、
「ま
た
来
年
も
来
た
い
」
な
ど

の
感
想
を
い
た
だ
い
た
。

こ
の
事
こ
そ
が
、
我
々
が
山
を
愛
し
、

山
を
絵
筆
に
託
し
て
描
き
続
け
、
自
然

の
大
切
さ
を
語
り
か
け
て
き
た
初
期
の

目
的
で
あ
り
。
絵
の
巧
拙
は
別
に
し
て
、

大
勢
の
方
々
に
共
感
を
い
た
だ
け
た
こ「第14回 山好きの山の絵展」が終わって会員の記念撮影

と
は
、
会
員

一
同
の
大
き
な
喜
び
で
あ

つ
た
。

こ
の
展
覧
会
も
会
を
重
ね
て
、
今
回

は
１４
回
展
と
な
っ
た
。
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ

ブ
は
会
員
数
も
増
加
し
て
お
り
、
来
年

２
月
の
１５
回
展
に
向
け
、
会
員

一
同
の

更
な
る
精
進
を
念
願
し
て
い
る
。

引
き
続
き
皆
様
の
ご
鞭
撻
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
　

　

（高
崎
　
辰
箕
）

■
訂
正

３
月

（７
１
８
）
号
６
ペ
ー
ジ
４
段
最

終
行
の
村
山
裕
は
村
山
裕
嗣
、

１０
ペ
ー

ジ
４
段
１０
行
日
神
印
は
押
印
、
漢
詩
７

行
日
の
泰
山
は
秦
山
の
誤
り
で
す
。
お

詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

日本山岳会創立100周 年記念

河口慧海の足跡をたずねて
A)国境の峠探訪とカイラス1周トレッキング 33日 間

9/12(月)～ 10/14(金)785,000円
B)秘境ムスタン・トレッキング 22日間

10/18(火)～ 11/8(火)645,000円

印月りl障グ
|」

7.多¬ど賀』|五釜″
国土交通大臣登録旅行業第490号/制日本旅行業協会正会員 OポコFttE書ロ

〒105‐ 0003東京都港区西新橋1‐ 12‐ 1西新橋1森 ビル2F803-3503‐ 1911
大阪 1臓 06‐ 6444‐ 3033 名古屋8052‐ 581‐3211 福岡8092‐ 715¨ 1557

e-mail:info@alpine-tour. com http://www. alpine-tour. com
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イラスト・倉岡啓吉

■ 西 鰊田

会員の皆様のご意見、エッセイ、俳句、

短歌、詩などを掲載するページです。

どしどしご投稿ください。(紙面に限り

がありますので、1点につき1000字程

度でお願いします)

オ
オ
ヒ
ラ
ウ
ス
ユ
キ

ソ
ウ

年
越
し
は
山
研
で

辻
橋
　
明
子

今
日
は
大
晦
日
。

ガ
ラ
ス
戸
の
向
こ
う
は
深
々
と
降
り

し
き
る
雪
と
、
ラ
イ
ト
に
照
ら
し
だ
さ

れ
た
雪
景
色
。

薪
ス
ト
ー
ブ
の
暖
か
な
炎
を
見
つ
め

な
が
ら
、
私
は
ロ
ッ
キ
ン
グ
チ
ェ
ア
に

揺
ら
れ
、
ど
こ
ぞ
の
寺
の
除
夜
の
鐘
を
、

テ
レ
ビ
を
通
し
て
聞
い
て
い
る
。

こ
こ
は
ど
こ
？
　
そ
う
、
こ
こ
は
上

高
地
山
研
で
あ
る
。

フ
ロ
ア
で
は
、
山
岳
会
の
仲
間
が
ワ

イ
ン
な
ど
を
片
手
に
、
楽
し
い
会
話
に

花
を
咲
か
せ
て
い
る
。

３０
年
ほ
ど
前
の
冬
、
初
め
て
こ
の
地

を
訪
ね
た
と
き
は
大
変
だ

っ
た
。
ト
ン

ネ
ル
入
回
の
雪
崩
の
デ
ブ
リ
に
怖
じ
気

づ
き
、
真

っ
暗
な
ト
ン
ネ
ル
の
凍

っ
た

ツ
ル
ツ
ル
の
道
や
、
天
丼
か
ら
下
が
る

不
気
味
な
ツ
ラ
ラ
を
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
の

明
か
り
の
先
に
見
て
身
を
辣
め
、
や
っ

と
の
こ
と
で
迪
り
着
く
河
童
橋
だ

っ
た
。

そ
れ
だ
け
に
感
動
も
大
き
く
、
静
秘
皿な

中
に
清
澄
と
し
た
真

っ
白
な
装
い
の
そ

の
景
は
心
に
残

っ
て
い
た
。

そ
し
て
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
こ
の
地

で
お
正
月
を
、
と
の
思
い
が
芽
生
え
て

い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
残
雪
の
上
高
地
で
撮
影
会
な
ど

チ
ャ
ン
ス
に
は
恵
ま
れ
た
が
、
長
年
の

夢
を
実
現
さ
せ
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

３
年
前
、
『山
』
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
に
う
れ
し
い
案
内
が
出
た
。

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
山
研
委
員
が

年
末
年
始
に
入
り
、
こ
の
期
間

「山

研
」
を
オ
ー
プ
ン
す
る
と
い
う
も
の
。

し
か
も
２
食
付
き
だ
と
い
う
―
　
早
速

申
し
込
ん
だ
。

３０
年
前
と
違

っ
て
交
通
の
便
が
良
く

な
り
、
松
本
か
ら
は
平
湯
方
面
に
定
期

バ
ス
が
出
て
い
た
。
（釜
ト
ン
ネ
ル
入

口
下
車
）
ト
ン
ネ
ル
内
に
は
電
灯
が
灯

り
、
ほ
と
ん
ど
ア
イ
ゼ
ン
を
必
要
と
し

な
い
。
天
気
さ
え
良
け
れ
ば
２
時
間
半

ほ
ど
で
河
童
橋
に
立
て
る
。

山
研
で
の
生
活
は
、
洗
顔
が
で
き
な

い
、
外
の
仮
設
ト
イ
レ
の
使
用
方
法
を

き
ち
ん
と
守
る
、
近
く
の
沢
ま
で
水
汲

み
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
１
回
は
す
る
、
な

ど
の
ル
ー
ル
が
あ
る
。
し
か
し
、
山
研

理
事
の
小
川
、
坂
本
両
氏
に
よ
る
采
配

の
も
と
、
本
当
に
楽
し
く
快
適
に
過
ご

す
こ
と
が
で
き
た
。

特
筆
す
べ
き
は
、
シ
ェ
フ
坂
本
が
手

を
変
え
品
を
変
え
て
、
毎
回
供
し
て
く

れ
る
食
事
で
あ
る
。
大
晦
日
の
年
越
し

そ
ば
に
始
ま
り
、
元
日
の
お
雑
煮
、
お

せ
ち
、
夕
食
の
鍋
料
理
な
ど
。
こ
れ
が

す
べ
て
美
味
し
い
。

贅
沢
な
年
越
し
を
３
年
連
続
楽
し
ん

で
い
る
。

皆
さ
ん
も
、
ど
う
ぞ
今
年
の
年
越
し

は
山
研
で
…
。

爾 10
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図 書 紹 介

飯
田
年
穂

・
近
藤
等

・
共
訳

『ボ
ナ
ッ
テ
ィ

わ
が
生
涯
の
山
々
』

ボ
ナ
ッ
テ
ィ
が
彼
の
極
限
の
ク
ラ
イ

ム
を
２
冊
の
著
書
に
ま
と
め
て
発
表
し

た

『わ
が
山
々
へ
』
と

『大
い
な
る
山

の
日
々
』
を
そ
の
後
全
面
改
稿
に
着
手

し
、
推
敲
を
加
え
て
発
表
し
た
も
の
が

本
書
で
あ
る
。

こ
の
日
本
版
で
は
、
『わ
が
山
々
へ
』

に
収
録
さ
れ
て
い
た
山
行
は
近
藤
等
氏

が
仏
語
版
か
ら
新
た
に
訳
し
、
『大
い

な
る
山
の
日
々
』
に
収
め
ら
れ
て
い
た

山
行
に
相
当
す
る
部
分
と
、
そ
の
後
の

ペ
ー
ジ
は
飯
田
年
穂
氏
が
新
し
く
訳
し

て
い
る
。

ヴ
ァ
ル
テ
ル

・
ボ
ナ
ッ
テ
ィ
は
ア
ル 幸せを呼ぶ鳥 版画・奥野渓石

|■

Pれ

'
:Ⅲ l諄

'

プ
ス
で
登
山
史
に
輝
く
初
登
攀
を
立
て

つ
づ
け
に
成
し
遂
げ
、
Ｋ
２
お
よ
び
ガ

ッ
シ
ャ
ー
ブ
ル
ム
Ⅳ
峰
遠
征
の
イ
タ
リ

ア
隊
に
も
選
ば
れ
て
、
当
時
の
登
山
界

に
お
い
て
第

一
級
の
目
覚
ま
し
い
活
躍

を
し
た
あ
と
、
１
９
６
５
年
、
突
如
と

し
て
登
山
の
表
舞
台
か
ら
姿
を
消
し
て

し
ま
っ
た
。
尖
鋭
的
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
は

そ
の
後
世
界
の
辺
境
を
訪
ね
歩
く
水
平

の
冒
険
へ
と
転
進
し
て
し
ま
う
。

こ
の
書
は
、
ヴ
ァ
ル
テ
ル

・
ボ
ナ
ッ

テ
ィ
自
身
に
よ
っ
て
、
挑
戦
す
る
大
い

な
る
山
々
の
姿
と
そ
れ
に
向
き
合
う
心

模
様
を
、
登
攀
と
い
う
命
を
か
け
た
行

為
を
通
し
て
鮮
烈
に
描
き
出
し
た
も
の

で
あ
る
。
彼
の
冒
険
に
対
す
る
考
え
、

ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
も
随
所
で
述

べ
ら
れ
、
垂
直
の
世
界
か
ら
水
平
の
世

界
へ
の
転
身
の
経
緯
に
つ
い
て
も
本
書

か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

（渡
邊
　
玉
枝
）

２
０
０
３
年
４
月
　
山
と
渓
谷
社
発

行
　
３
８
２
ギ
　
２
４
０
０
円

岡
本
　
武
司
・
著

『お
ね
　
に
ん
げ
ん
た
ち
』

デ
ル
ス
ー

・
ウ
ザ
ラ
…
は
ど
こ
に

黒
澤
映
画
を
知
ら
な
い
世
代
に
は
な

じ
み
が
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
ひ
と

昔
前
の
登
山
、
探
検
好
き
の
人
間
な
ら

一
度
は
ア
ル
セ
ニ
エ
フ
の

「ウ
ス
リ
ー

紀
行
」
を
読
み
、文
明
の
汚
れ
を
知
ら
ぬ

現
地
人
猟
師
デ
ル
ス
ｌ

ｏ
ウ
ザ
ラ
ー
の

生
き
方
に
感
動
を
受
け
た
は
ず
で
あ
る
。

朝
日
新
聞
の
記
者
だ

っ
た
筆
者
は
定

年
後
の
２
０
０
１
年
１０
月
、
ハ
バ
ロ
フ

ス
ク
ヘ
渡

っ
た
。

そ
の
後
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
の
大
学

に
留
学
、
ロ
シ
ア
語
を
学
び
な
が
ら
ア

ル
セ
ニ
エ
フ
と
デ
ル
ス
ー

・
ウ
ザ
ラ
ー

の
研
究
に
打
ち
込
ん
だ
。

デ
ル
ス
ー
は
実
在
し
た
の
か
と
い
う

素
朴
な
疑
間
に
始
ま
り
、
そ
の
検
証
と

デ
ル
ス
ー
を
生
ん
だ
ウ
ス
リ
ー
の
風
土
、

ロ
シ
ア
革
命
に
巻
き
込
ま
れ
た
ア
ル
セ

ニ
エ
フ
と
そ
の
家
族
の
壮
絶
な
最
後
ま

で
を
克
明
に
取
材
し
た
。
書
物
、
手
記

な
ど
は
す
べ
て
原
典
に
あ
た
り
、
タ
イ

ガ
に
足
を
の
ば
し
て
関
係
者
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
重
ね
た
。

岡
本
は
留
学
翌
年
に
病
に
倒
れ
帰
国
、

ｌ
ヵ
月
半
後
に
他
界
し
た
。
残
さ
れ
た

遺
稿
の
出
版
が
彼
の
強
い
希
望
で
あ
っ

た
。
か
つ
て
の
仲
間
が
編
集
委
員
会
を

設
け
、
そ
れ
を
実
現
さ
せ
た
。

タ
イ
ト
ル
の

『お
れ
　
に
ん
げ
ん
た

ち
』
は
自
然
に
生
き
る
デ
ル
ス
ー
自
身

の
叫
び
で
あ
る
。
自
然
と
文
明
の
重
要

な
関
係
は
ア
ル
セ
ニ
エ
フ
の
活
躍
し
た

スリーのタイガにたずね、デルスー

カラコノレム・
ヒンズークシュ
登山地図
〔付〕カラコルム・ヒンズー

クシュ山岳研究

34,650円 (税込)

宮森常雄
雁部貞夫

たち
ラーはどこに申一一

る

うに、デルスーに魅かれて

ルセニエフの生涯とその足跡

武司 著
220頁  1,890円  (税込 )

A4変型判
385ペーージ

上製美装ケース入
B全判地図13葉

(秩父宮記念山岳賞受賞)・

共著 。加 売覇求下さい

ら、二人の友情、自然と人

りを豊富な資料を駆使した

ナ カ ニ シ ヤ 出 版
〒606-8161京都市左京区―乗寺木ノ本町 15
TeL075-723-011l  Fax.075-723-0095

URL http:〃 www.nakanishiya.co.jpノ
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２０
世
紀
初
頭
と
少
し
も
変
わ
ら
な
い
。

む
し
ろ
そ
の
関
係
は
複
雑
か
つ
深
刻
化

し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
意

味
で
、
デ
ル
ス
ー

・
ウ
ザ
ラ
ー
の
問
い

か
け
は
極
め
て
現
代
的
課
題
な
の
で
あ

る
。
登
山
を
通
じ
て
自
然
の
問
題
に
深

く
か
か
わ
っ
て
い
る
登
山
家
に
と
っ
て

も
、
重
い
課
題
が
つ
き
つ
け
ら
れ
て
い

る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

（四
手
井
　
靖
彦
）

２
０
０
４
年
７
月
発
行
　
２
０
７
ギ

ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
　
１
８
０
０
円

Ｌ
Ｏ
コ
０
計
〓
０
コ

「こ
０
〇
一Ｏ

ｏ

『引
一ｍ
ｏ
「
０
０
哺
計
〓
０
０
コ
０
′≧
』

シ
ェ
ル
パ
の
登
山
史
で
あ
る
。
著
者

ジ
ョ
ナ
サ
ン

・
ニ
ー
ル
は
英
国
在
住
の

作
家
で
少
年
期
を
イ
ン
ド
で
送

っ
た
。

学
校
の
冬
休
み
に
選
ば
れ
て
ダ
ー
ジ
リ

ン
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
学
校
が
冬
季
に
開

催
し
て
い
た
少
年
向
登
山
教
室
に
参
加

し
て
、
若
く
た
く
ま
し
く
信
頼
感
あ
ふ

れ
る
シ
ェ
ル
パ
の
教
官
に
接
し
て
憧
れ

を
持

っ
た
。
自
身
、
登
山
家
へ
の
道
は

選
ば
な
か
っ
た
が
、
後
に
旅
行
者
と
し

て
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
旅
を
続
け
、
シ
ェ
ル
パ

の
村
に
住
み
込
み
、
言
語
を
習
得
し
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
史
の
空
白
を
埋
め
る
べ

く
本
書
を
著
し
た
。

本
著
刊
行
の
４
年
前
に
、
優
れ
た
先

行
類
書

（根
深
誠

・
著

『シ
ェ
ル
パ
』

山
と
渓
谷
社
）
が
出
て
い
る
。
ヒ
マ
ラ

ヤ
黄
金
時
代
に
活
躍
し
た
生
存
者
本
人

や
関
係
者
へ
の
間
き
取
り
と
、
雇
用
者

で
あ
る
欧
米
人
登
山
家
の
著
作
を
比
較

検
証
す
る
手
法
も
同
じ
で
あ
り
、
聞
き

取
り
相
手
も
ア
ン

・
ツ
ェ
リ
ン
以
下
大

方
は
重
複
し
て
い
る
。

構
成
は
、
根
深
の

『シ
ェ
ル
パ
』
が

シ
ェ
ル
パ
の
個
人
史
を
中
心
に
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
本
著
は
１

９
２
０
年
代
の
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
隊
に
始

ま
り
、
１
９
５
３
年
の
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト

初
登
攀
に
至
る
ま
で
を
、
ほ
ぼ
年
代
順

に
追

っ
て
い
る
。
こ
の
間
登
山
は
ま
る

で
未
経
験
、
未
訓
練
の
純
朴
な
従
者
苦

力
で
あ
っ
た
ダ
ー
ジ
リ
ン

ｏ
シ
ェ
ル
パ

た
ち
が
い
か
な
る
試
練
を
経
て
、
後
に

ヒ
マ
ラ
ヤ
ン

・
タ
イ
ガ
ー
と
呼
ば
れ
、

エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
初
登
頂
の
主
役
を
担
う

に
至

っ
た
か
が
迪
ら
れ
て
い
る
。

か
つ
て
雇
用
者
へ
の
批
判
を
タ
ブ
ー

と
し
た
老
シ
ェ
ル
パ
た
ち
も
時
の
流
れ
、

時
代
の
変
遷
を
経
て
心
情
を
吐
露
で
き

る
環
境
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
根
深
の

間
き
取
り
時
期
と
の
数
年
の
差
が
現
れ

た
と
も
思
え
る
箇
所
も
あ
る
。

１
９
３
０
年
代
の
ナ
ン
ガ

・
パ
ル
バ

ッ
ト
ヘ
の
ド
イ
ツ
隊
に
対
す
る
批
判
は

手
厳
し
い
。
最
強
の
隊
員
２
名
が
高
所

で
下
降
に
難
渋
す
る
シ
ェ
ル
パ
３
名
を

置
き
去
り
に
し
て
ス
キ
ー
で
逃
げ
下

っ

た
瞬
間
が
、
そ
れ
ま
で
の
父
子
的
関
係

で
も
あ
っ
た
雇
用
者
対
従
者
の
関
係
を

変
え
た
タ
ー
ニ
ン
グ

・
ポ
イ
ン
ト
と
な

り
、
シ
ェ
ル
パ
た
ち
は
山
で
の
困
難
な

局
面
で
は
自
立
し
て
身
を
守
り
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
さ
え
発
揮
し
て
い
く
こ
と

に
な
っ
た
と
い
う
。

さ
ら
な
る
変
化
は
３９
年
の
Ｋ
２
米
国

隊
で
現
れ
る
。
計
画
段
階
か
ら
シ
ェ
ル

パ
が
登
頂
隊
員
と
し
て
組
み
込
ま
れ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
流
れ
は
５３
年
の
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト

・
ハ
ン
ト
隊
で
の
テ
ン
ジ

ン

・
ノ
ル
ゲ
イ
の
活
躍
と
な
る
。
ハ
ン

ト
隊
で
の
テ
ン
ジ
ン
は
隊
員
と
シ
ェ
ル

パ
と
の
板
ば
さ
み
の
立
場
に
苦
し
み
な

が
ら
も
み
ご
と
に
登
項
を
成
し
遂
げ
た
。

巻
末
の
注
釈
、
引
例
、
索
引
が
完
備

さ
れ
て
お
り
、
著
者
が
根
深
の

『シ
ェ

ル
パ
』
を
通
読
し
た
と
は
思
え
な
い
が
、

参
考
文
献
に
は
あ
げ
て
い
る
。

（越
田
　
和
男
）

咽熙霧国診

2980000円 C)  320,000円

A)6/28(火 )B)
D)7/5(火)E)
G)7/15(金 )H)
l)7/22(金 )J)

翔朧
:要謝 |:

説明会&セミナー開催!!

(本 )13:30～

D,EOF)325,000円 GOH∴J)3360000円

7 12(火 )

7/1(金 )6/30(本 )

7/8(金 )

7/19(火 )

7/26(火 )

聘鰯財鶉勒
6-4

′属

出

発

日

代

金

∽
けＬ
≦
”
詳
ヨ
一の
「
『①
のの
。
Ｚ
①
■
く
〇
『Ｆ

２
０
０
２
年

３
３
６
ギ

２６

・
９５
Ｓ

徳
久
球
雄
・石
丼
光
造
・武
内
正
・
編

『三
省
堂
　
日
本
山
名
事
典
』

１
９
７
８
年
、
同
じ
出
版
社
か
ら

『
コ
ン
サ
イ
ス
日
本
山
名
辞
典
』
が
出

て
い
る
。
今
回
の
出
版
は
そ
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら

「山
名
は
地

域
文
化
の
宝
」
と
し
、
「山
名
由
来
」

な
ど
の
小
論
を
加
え
て
新
し
く
編
集
し

た
ゆ
え
に
、
あ
え
て
辞
典
で
は
な
く
、

事
典
と
称
す
る
こ
と
に
し
た
由
。
「多

く
の
方
々
が
日
本
の
山
と
親
し
み
、
山

m12

創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
に
ご
協
力
を
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を
理
解
す
る
こ
と
に
役
立
つ
こ
と
を
願

っ
て
編
纂
し
た
」
と
巻
頭
に
あ
る
。

内
容
は
２
万
５
千
図
に
載
る
す
べ
て

の
山
と
峠
、
さ
ら
に
山
脈
や
高
原
、
登

山
の
対
象
と
な
る
ピ
ー
ク
な
ど
２
万
５

０
０
０
項
目
を
収
録
し
、
山
や
峠
に
は

標
高
、
異
称
、
経
度

・
緯
度
、
地
形
図

名
な
ど
を
明
示
す
る
。
「山
名
考
」
と

し
て
く
く
ら
れ
た
な
か
に
は
前
記

「山

名
由
来
」
の
ほ
か
に

「
ア
イ
ヌ
語
源
の

山
」
「雪
形
の
山
」
「同
名
の
山
」
「十

二
支
の
山
」
な
ど
。
漢
字
山
峠
名
を
画

数
順
に
配
列
し
た
索
引
が
付
く
。

な
お
、
こ
う
し
た
事
典
の
類
は
実
際

に
使
う
者
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
り
、
あ
る
い

は
使
う
目
的
に
よ
っ
て
評
価
が
異
な
る

こ
と
は
言
う
を
侯
た
な
い
。
こ
れ
を
手

に
し
た
と
き
、
私
は
ま
ず
長
年
親
し
ん

だ
奥
多
摩
、
秩
父
の
山
々
の
項
に
目
を

通
し
て
み
た
が
、
少
し
説
明
が
足
り
な

い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
箇
所
も
あ
っ

た
。し

か
し
、
横
山
と
い
う
山
が
全
国
に

ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
と
興
味
を
も

っ

た
と
き
に
は
、
こ
の
事
典
で
手

っ
取
り

早
く
数
え
て
重
宝
し
た
の
だ
か
ら
、
事

典
の
満
足
不
満
足
を

一
概
に
い
う
こ
と

は
難
し
い
。
　

　

　

（横
山
　
厚
夫
）

２
０
０
４
年
５
月
　
二
省
堂
発
行

１

２

１

３

ギ

　

５

３

０

０

円

２
月
理
事
会

日
時
　
２
月
９
日
１８
時
３０
分
～
２０
時
３０
分

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

［出
席
者
］

平
山
会
長
、
芳
賀
、
平
林

橋
本
各
副
会
長
、
藤
本
、
今
村
、
小
川
、

朴
元
、
大
蔵
、
贄
田
、
田
村
、
黒
川
、

鈴
木
、
野
口
、
石
田
、
篠
崎
、
鳥
居
各

理
事
、
内
田
、　
一
カ
各
監
事
、
宮
崎
、

鰺
坂
、
西
村
、
小
倉
（董
）
、
重
廣
各
常

任
評
議
員

【審
議
事
項
】

１
　
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
委
員

会
委
員
補
充
の
件
　
　
　
　
　
　
平
山

●
竹
内
哲
夫
、
田
邊
壽
、
村
井
龍

一
各

氏
に
委
員
を
委
嘱
し
た
い
。

（承
認
）

２
　
２
０
１
号
室
と
１
０
４
号
室
等
価

交
換
の
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本

①
２
１
１
号
室
を
返
却
す
る
。

②
等
価
交
換
し
た
２
０
１
号
室
を
当
分

借
用
す
る
。

③
ｌ
０
４
号
室
を
会
議
室
に
し
現
集
会

室
を
談
話
室
と
す
る
案
を
検
討
す
る
。

以
上
に
つ
い
て
次
の
ご
と
く
意
見
が

だ
さ
れ
た
。

●
１
０
４
号
室
、
２
０
１
号
室
の
２ｍ
単

価
は
い
く
ら
か
。　
　
　
　
　
　
内
田

●
先
方
の
評
価
先

（第

一
勧
銀
不
動
産

部
）
に
よ
れ
ば
１
０
４
号
室
４９

ｏ
５１
万

円
／
２ｍ
、
２
０
１
号
室
４７

・
７２
万
円
／

２ｍ
と
な
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本

●
Ｊ
Ａ
Ｃ
側
の
評
価
を
別
途
と
る
べ
き

で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
田

●
了
解
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
橋
本

●
等
価
交
換
は
１０
で
以
内
で
実
施
す

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本

●
１
０
４
号
室
を
会
議
室
と
す
る
案
は

事
務
局
と
も
は
な
れ
て
具
合
が
悪
い
。

現
集
会
室
は
比
較
的
し
っ
か
り
し
て
お

り
使
い
勝
手
が
よ
い
の
を
こ
わ
し
て
新

た
に
談
話
室
に
し
、
１
０
４
号
室
の
改

装
を
す
る
の
は
経
費
的
に
も
も

っ
た
い

な
い
等
意
見
が
あ
っ
た
。
原
案
を
作

っ

て
み
て
さ
ら
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

３

「早
池
峰
国
定
公
園
計
画
改
訂
に

つ
い
て
」
要
望
書
提
出
の
件
　
　
篠
崎

（承
認
）

４
　
創
立
１
０
０
周
年
記
念
総
合
式
典

に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本

①

参
加
者
会
費
　
１
万
５
千
円

（年
次
晩
餐
会
と
同
額
）

②
予
算
執
行
　
３
７
０
万
円
に
押
え
る
。

③
招
待
者

●
海
外
は
ネ
パ
ー
ル
、
中
国
、
パ
キ
ス

タ
ン
、
イ
ン
ド
山
岳
会
お
よ
び
ｃ
Ｆ
ト

の
各
会
長
を
２０
万
円
を
限
度
に
招
待
す

る
。

そ
の
他
の
各
国
山
岳
会
宛
に
招
待
状

を
出
す
。
出
席
者
の
会
費
は
Ｊ
Ａ
Ｃ
で

負
担
す
る
。

●
国
内
は
別
紙
の
ご
と
く
検
討
し
て
い

ワ（Ｃ。
な
お
、
本
日
は
報
告
に
と
ど
め
、
お
気

付
き
の
点
は
藤
本
ま
で
連
絡
さ
れ
た
い
。

５
　
海
外
登
山
基
金
助
成
登
山
隊
承
認

の
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
蔵

次
の
２
隊
に
８０
万
円
の
助
成
を
し
た
い
。

●
チ
ー
ム
ビ

ッ
グ
ウ
ォ
ー
ル

・
代
表

山
野
井
泰
史
　
総
費
用
９４
万
円
、
助
成

金
５０
万
円

●
広
島
メ
イ
プ
ル
ピ
ー
ス
登
山
隊
２
０

０
５

・
代
表
　
名
越
賞
　
総
費
用
１
８

`〕

ぶ3LASTRIK
個人手配旅行から人気の トレックツアーや
エクスペディションのアレンジまで。充実

度が違う「旅」のプランニングをこころがけ

ています。山旅などあらゆるジャンルを取

り扱っています。お気軽にご連絡 ください。

套荘アトラストレック
(国土交通大臣登録旅行業1167号 )

東京/〒 1∞‐0008東京都新宿区三栄町25三栄ハウス202 TEL03‐ 3341‐0030

大阪/〒 M)0012大 阪市中央区谷町3-4-5中央谷町ビル■1号 TEL 06‐ 694卜 9111

名古屋/〒 464‐0"7名 古屋区千穂区東山通り5-113オークラビル6F TEL052‐78)2422
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０
万
円
、
助
成
金
３０
万
円

　

（承
認
）

６
　
長
期
目
標
検
討
委
員
会
の
提
案
に

つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
山

●
左
記
の
よ
う
な
提
案
に
つ
い
て
は
、

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
実
施
す
る
こ
と
と

し
た
い
。

①
理
事
、
評
議
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１５
名

と
し
、
監
事
は
２
名
と
す
る
。

②
会
長
１
名
、
副
会
長
は
２
名
と
す
る

が
、
今
回

（２
０
０
５
年
）
の
み
３
名
。

③
会
長
、
副
会
長
以
外
の
理
事
は
、
会

長
、
副
会
長
が
候
補
者
を
評
議
員
会
に

推
薦
す
る
。

④
理
事
と
委
員
会
は
分
離
す
る
。

⑤

『山
岳
』
「英
文
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
編

集
と
図
書
、
資
料
は
会
長
直
轄
と
す
る
。

⑥
会
員
交
流
の
サ
ロ
ン
を
設
置
す
る
。

な
お
、
定
款
の
変
更
が
必
要
な
事
項

に
つ
い
て
は
１
年
先
を
目
標
と
す
る
。

●
今
後
、
理
事
会
で
協
議
し
決
定
す
る
。

７
　
そ
の
他

①
自
然
保
護
全
国
集
会
の
援
助
の
件篠

崎

●
１０
～
１２
支
部
か
ら
全
国
集
会
に
出
席

い
た
だ
い
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
の
参

加
は
む
ず
か
し
い
。

●
交
通
費
の
半
額
程
度
は
補
助
し
た
い
。

別
途
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

②
五
百
城
文
哉
展

Ｊ
Ａ
Ｃ
設
立
の
年
に
英
国
山
岳
会
が

五
百
城
氏
の
絵

（山
や
草
花
）
を
購
入

し
た
経
緯
が
あ
り
、
本
年
７
～
８
月
に

展
覧
会
を
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
て
行
う
予
定
。

（後
援
決
定
）

③
平
山
会
長

●
総
会
ま
で
に
募
金
の
９０
で
達
成
に
日

途
を
つ
け
て
ほ
し
い
。

●
退
任
す
る
理
事
も
１
０
０
周
年
の
各

種
委
員
会
は
続
け
て
担
当
し
て
ほ
し
い
。

【報
告
事
項
】

以
下
の
件
が
担
当
者
よ
り
報
告
さ
れ

承
認
さ
れ
た
。

１
　
会
報

『山
』
２
月
号
の
内
容
に
つ

い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
村

①
２０
年
続
い
た

「海
外
の
山
」
の
執
筆

者
の
江
本
さ
ん
に
、
こ
の
間
の
世
界
の

山
岳
界
の
変
化
等
を
書
い
て
も
ら
う
。

②
３
月
号
は
１
０
０
周
年
事
業
の
進
捗

状
況
を
ま
と
め
て
報
告
す
る
。

２
　
記
念
募
金
目
標
お
よ
び
責
任
者藤

本

●
会
員
募
金
４
５
０
０
万
円

（３
０
０

０
円
×
３
年
）

藤
本
　
細
か
く
分
析

し
て
各
自
に
お
願
い
す
る
。

●
有
志
募
金

（特
別
募
金
）

１
０
０

０
万
円
　
橋
本
　
１
回
１
万
円
と
し
て

何
口
以
上
と
い
う
形
で
お
願
い
す
る
。

●
大
学
募
金

（関
東
）
５
０
０
万
円

竹
内
、
神
崎
、
メ
ト
ロ
会
等

（関
西
）

１
５
０
万
円
　
平
林

●
企
業
募
金
　
２
３
５
０
万
円
　
芳
賀

合
計
　
８
５
０
０
万
円

３

「森
林
づ
く
り
」
の
た
め
の
緊
急

ア
ピ
ー
ル
賛
同
者
に
会
長
名
を
入
れ
る

篠
崎

●
提
出
先
＝
林
野
庁

●
概
要
＝
国
、
地
方
公
共
団
体
に
よ
る

森
林
整
備
の
推
進
と
併
せ
、
民
間
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
取
組
。
「緑
の
募
金
」

に
森
林
づ
く
り
の
推
進
な
ど
国
民
参
加

の
下
、
社
会
全
体
で
取
り
く
ん
で
い
く

こ
と
が
重
要
。

４
　
医
療
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「山
で
の
突

然
死
を
考
え
る
」
好
評
の
う
ち
に
終
了

（ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
報
告
が
あ
っ
た
）

野
口

５
　
３
月
５
日
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「河

口
慧
海
の
道
」
が
関
西
支
部
共
催
で
開

催
さ
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本

６
　
山
岳
保
険
代
理
店
変
更
の
件

藤
本

別
紙
の
如
く
変
更
と
な
っ
た
。
な
お
、

今
年
は
事
故
が
少
な
く
来
年
の
割
引
率

は
５
ビ
向
上
す
る
。

７
　
１
０
０
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

開
催
の
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朴
元

●
こ
れ
か
ら
の
日
本
山
岳
会
の
あ
り
方

を
考
え
る

（仮
題
）
。
過
去
の
登
山
隊

隊
員
に
話
を
聞
き
、
今
後
の
日
本
山
岳

会
の
あ
り
方
を
考
え
る
。
予
算
は
未
定
。

■
会
員
異
動

（２
月
）

物
故

宮
崎
豊
喜

（５
０
７
４
）
０４

・
７

・
Ｈ

脇
神
昇

（１
３
１
９
８
）
０４

ｏ
ｌ２

・
１９

佐
藤
弥
右
衛
門
（６
４
５
６
）
０５
ｏｌ
ｏ３１

退
会

国
学
院
大
学
山
岳
部

（５
４
１
６
）

末
松
　
誠

（１
２
２
２
５
）

小
池
清
澄

（１
２
３
５
８
）
福
井

三
浦
靖
男

（１
２
６
３
８
）

原
田
富
弥

（１
３
３
０
３
）
北
海
道

中
井
　
滋

（１
３
４
３
９
）
宮
城

池
部
栄
子

（１
３
４
７
２
）
宮
崎

岡
崎
　
勤

（１
３
４
９
３
）

終
身
会
員

渡
辺
文
明

（５
６
６
６
）

猿投の森づくりの会からのお知らせ

東海支部では平山会長、阿部関西支

部長、県の高官らを招き、昨年10月

23日 森開きのセレモニーを行った。

04年11月 から月 2回の定例作業日を

設けて活動をはじめ、広葉樹自然林

の手入れはかなり進んできている。

猿投の森づくりの会  橋村 ―豊
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◆
「１
０
０
周
年
記
念
・自
神
山
地
育
林

事
業
」
の
こ
案
内

青
森
支
部

・
フ
ォ
ー
ラ
ム
委
員
会
共
催

日
程
　
６
月
２４
日
０
～
２６
日
０

募
集
　
①
２０
名

（現
地
集
合

・
解
散
）

②
４０
名

（東
京
発

・
着
）

交
通
　
①
青
森
空
港
と
弘
前
駅
か
ら
送

迎
車
を
往
復
運
行

②
全
行
程
チ
ャ
ー
タ
ー
バ
ス

費
用
　
①
ｌ
万
８
千
円

（宿
泊
費

・
バ

ス
代

・
懇
親
会
費
等
）

②
４
万
５
千
円

（交
通
費

・
宿

泊
費

・
保
険
料

・
連
絡
費
等
）

申
込
　
①
と
②
で
申
込
先
が
違
い
ま
す
。

①
②
と
も
５
月
１３
日
ま
で
に
、

氏
名

・
住
所

。
電
話

・
会
員
番

号
を
明
記
し
、
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
須
々
田
秀
美
宛

（〒
０
３
６
‐
０
１
０
３
南
津
軽

郡
平
賀
町
本
町
北
柳
田
９
６
の

２
、
図
一３
０〓
ミ
◎
く
卜
８
・８
む
）

②
山
崎
浩
子
宛

（〒
２
３
６
１
０
０
３
３
横
浜
市

金
沢
区
東
朝
比
奈
１
１
６５
‐
３

□
０
４
５
１
７
８
２
‐
８
７
１
２
）

＊
申
込
受
付
後
詳
細
送
付
し
ま
す
。

◆
「徳
本
峠
越
え
と
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
」

山
研
運
営
委
員
会

・
信
濃
支
部

５９
回
目
を
迎
え
た
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
。

新
緑
の
徳
本
峠
か
ら
上
高
地
に
入
り
山

研
に
１
泊
、
翌
日

「碑
前
祭
」
に
参
加
。

新
会
員
の
仲
間
創
り
を
手
助
け
し
ま
す
。

日
程
　
６
月
４
日
０
～
５
日
０

費
用
　
１
万
２
千
円

（１
泊
２
食
、
午

餐
会
費
、
記
念
品
、
傷
害
保
険

料
を
含
む
）

現
地
集
合
、
解
散

参
加
対
象
会
員
　
平
成
１６
年
度
の
新
入

会
員
お
よ
び
本
会
員
の
希
望
者

２０
名

（新
会
員
優
先
）

申
込
　
５
月
１５
日
ま
で
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
会
員
番
号
、
電
話
を
明

記
し
、
堀
嘉
余
子
宛

（□
＆
□

０
３
１
３
３
０
３
‐
６
９
２
２
）

＊
申
込
受
付
後
詳
細
送
付
し
ま
す
。

◆
探
索
山
行
の
お
知
ら
せ

「古
代
植
物

と
四
阿
山
登
・‐．巴
　
　
　
科
学
委
員
会

期
日
　
６
月
１８
日
０
～
１９
日
０

費
用
　
１
万
８
千
円

（往
復
バ
ス
）

＊
詳
細
は
５
月
号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

図
書
委
員
会

ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

会
長

・
副
会
長
会
議

山
岳
地
理
ク
ラ
ブ

高
尾
の
森
実
行
委
員
会

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

ル
ー
ム
改
装
委
員
会

総
務
委
員
会

ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

常
務
理
事
会
　
二
火
会

ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

理
事
会
　
つ
く
も
会
　
休
山
会

山
の
自
然
学
研
究
会

山
想
倶
楽
部

高
尾
の
森
実
行
委
員
会
　
０１
会

ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

山
研
運
営
委
員
会
　
事
業
委
員

会
　
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
小
委
員

会
　
九
五
会

一二
十（・△
ム

科
学
委
員
会

自
然
保
護
委
員
会

Ｓ
Ｕ
Ｎ
燦
会

支
部
事
務
局
担
当
者
会
議

資
料

・
映
像
委
員
会

ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

自
然
保
護
委
員
会
　
００
会

１
０
０
周
年
特
別
募
金
委
員
会

ゆ
き
わ
り
会

２４
日
　
土
曜
会
　
山
遊
会

２５
日
　
１
０
０
周
年
フ
ォ
ー
ラ
ム
委
員

会
　
緑
爽
会

２
月
来
室
者
剛
名

¨
編
集
後
記
¨

●
１
０
０
周
年
事
業
の
準
備
は
、
い
よ

い
よ
佳
境
に
入
り
、
４
月
１５
日
に
は
マ

ナ
ス
ル
登
山
隊
が
日
本
を
出
発
。
シ
エ

ア
の
活
躍
結
果
を
会
報
で
お
伝
え
し
た

い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。　
一
方
、
国
内

の
中
央
分
水
嶺
踏
査
も
各
支
部
の
協
力

で
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
５
月
５
日
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
第

一
ラ
ジ
オ
の
特
番

（１３
時
３０

分
～
１７
時
５５
分
）
の
中
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
ま
す
。

●
今
月
号
の
編
集
実
務
は
資
料
委
員
会

の
奈
良
さ
ん
に
お
手
伝
い
頂
き
ま
し
た
。

（今
村
千
秋
）
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